
オブサン古墳（山鹿市）
前方に墳丘が見える/「オブサン」は、「産（うぶ）さん」が訛ったもので、安産の神様として古くから地域の人たちに信仰されているという 📹 video

https://youtu.be/u6BBKScL8eY


　　これがオブサン古墳/6世紀後半築造の円墳 📹 video

https://youtu.be/fvCpyPd-oXU


　　　　　墳丘の周囲には馬蹄形の濠が巡っている/正面に横穴式石室が開口している/南側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/if4e-Gfejrc


　　　　　手前の前庭部は石室入口部の左右に取り付けられた南に延びる突堤によって周溝と区分されている



その突堤を左手から見たところ



　　　少し退いて見たところ 📹 video

https://youtu.be/pVMaT70SwlM


　　　　右手から見たところ



　　　　そこで、右手に墳丘の後ろを見たところ 📹 video

https://youtu.be/KD_dXxAlC70


さて、横穴式石室の内部を見てみよう/ここは羨道/前方に見える門は前室の手前にある前門



前庭～羨道～前室～玄室からなる複室構造



　前門の向こうは前室で、その向こうの玄門（金属製の門にて閉鎖されている）の奥が玄室 📹 video

https://youtu.be/TLXlVfyMFKg


　　　　　この中が玄室



正面が石屋形/壁面や仕切り石には赤色顔料で連続三角文などが描かれているそうだが・・・



傍に説明板と展示資料があった















出土遺物は玉類や金環、武具、馬具、須恵器など



　　　閉塞石が残っているのは大変珍しい/左手が前室の閉塞石、右手は玄室の閉塞石



石室入口部と閉塞石には、1887年（明治10年）の西南戦争時についた弾痕が残されている/
上記写真の前室の閉塞石には弾痕が見て取れる



　　　　　これは熊本県立装飾古墳館で展示されていたオブサン古墳についてのキャプション/左下の図で突堤の様子が良く分る



　同じく、玉類や金環、武具、馬具、須恵器などの出土物も展示されていた（こちらもレプリカ）






